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６－１０世紀の東方キリスト教建築様式

岡田保良

最近の考古学調査の成果を通じ本研究の目的は，

て，そうした時代０

Ｌはじめに

そうした時代のキリスト教建築に確かな規範が用イスラームの新しい西アジアの歴史を通観する場合，

意されていたことを明らかにする点にある。シバのルネッサンス思想に相当すると価値観がヨーロ

みて．それ以降みて，それ以降を西アジアの「近世」とするような歴

史観もあるようだが，一般にはイスラーム社会の成立 沙漠の修道院遺跡アイン・シャーイア2．

イラク共和国の中部に，イスラーム教シーア派の聖地古代から中世への転換点とみなすのがふつをもって，

うだ。た として知られるカルバラとナジャフという二つの町がただシュメール文明以来つづいたメソポタミ

ある。ともにユーフラテスの右岸にほど近く，南北に

80kｍ余の距離がある。これら二つの聖都を結ぶ線の

西方一帯を「イラク西南沙漠」と呼び，国士舘大学イ

アの先進,性を依りどころとした諸民族による覇権の終

西アジアの歴史上依然重大な画期となるのであ焉は，

その前後で文化の担い手にも大きな変化があっ夕
Ｃ

ｍ
Ｗ
ノ
た

ラク古代文化研究所が1971年以降長期にとりくんでき因みに古代の前期と後期の境は， アレクサンドロ

たアッタール洞窟は、その沙漠に立地する遺跡の一つスの東征に置く見方もあるが，その後の西アジア世界

すぐ近傍には建築遺跡などなく， 発掘はもっぱら前６世紀中にぺ だ。を主導した勢力の台頭という面から，

洞窟内で見つかった紀元後１－３世紀ごろの埋葬杜がミアを制したことが･アケメスネ朝がメソポタルシア

埋葬遺体に伴って出土した染織遺物より重要な意味をもつよう 対象とされた。に思うｃ

が多彩な研究成果をもたらす 方，墓として利用したメソポタミア地方がローマとパルティアとの間に

人々の由来については未だ手がかりに乏しいｃ アイあって両勢力の緩衝地帯だった古代後期のある時期，

シャーイア遺跡の発掘はそういう問題意識から姑西アジアの片隅にキリスト教が興った。ヘレニズムに ン。

現地調査は1986年から３年度にわたり， 初期まった。ミアに到来した建築文化の大次いで西方からメソポタ

イスラーム時代のキリスト教遺跡の発見という予想外そのキリスト教の伝道に伴う。きなうねりは， 北イラ

の結果をもたらすことになった〔FUjhetaLl989〕・

遺跡の崖の麓に沿って，東端にキャバンサライを想

アベーネと呼ばれた

，ある程度組織化さ

クのエルビルを中心とするアディ

地方では，

れたキリス

早くも２世紀はじめ頃，

(Ｆ地区）があり，中央起させるような周壁をもつ建物ﾄ教社会がすでに成長しつつあった。 3世

に小房を列ねた建物を水槽らしい遺(Ｂ地区）地点付近

構，さら

める、西

紀の後半にはペルシア王がキリスト教徒を迫害し始め

溝，さらには礼拝堂があったらしい痕跡（Ｃ地区）を認

める。西の端にはドゥカキンと呼ぶ洞窟群があって，

修道士たちが山籠りの場にあてたにちがいない。これ

たという記録すらある。431年，この地方に普及して

いた教義が異端とされるに及び，ピザンティン領内

の正統派キリスト教に対して，東シリア教会（ネスト

リウス派教団）が分離独立する。このことがペルシ らすべてがアッバース朝初期のほぼ同時期に営まれて

いたことは確実で，私たちはこの1kｍ足らずに点在リスト教が許容される気運をもたらすことア世界にキ

する遺構群全体を一つの修道院跡と判断したｃ教団の伝導活動はさらに東方へと進展にもなった。

F地区周壁建物の中央に教会堂がある (図１a)。こ635年には公式の使節が大宗皇帝時代の唐長安をし。

の遺構の建築上の要点は以下のとおり〔訪れる。
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日干し煉瓦積みで， 壁面と床に石膏プラスター ヴォールトやドームを架けた深くて 高まりのある祭壇1．

を張る。 浅くて曲面のある半円アプスを採用したシリ空間は，

礼拝部は三廊構成で， ア系の聖所よりも．アーケードを用いず． 当地でははるかに馴染み深い空間2． ふ

つうの壁で仕切る。 形状だった。

としても．１

特徴的な=内陣形式はシリアに由来する

三つの廊に対応して， 3室の矩形内陣が並列す ササーン朝建築に馴染んだ人々の造形意識3．

が働いていたといえる。 礼拝空間は三廊式がもっぱらる。

中央内陣のみを彩色壁面で飾り， シリアで最もふつう にあるアーケードで仕切る形半円アプスの4． で，、

式と，代わりに奥壁に矩形ニッチを備える。 外壁と同じ煉瓦積みの壁で仕切る当地特有の形

建物の長軸は東西方向になく， 内陣側で北へ6０ 式とがある。後者の場合， 三廊形式といっても アー

身廊

、．

度も振れる。 ﾄﾞ形式に比べて広間としての－体'性に欠け，ケー

両側辺と三廓の隔壁に， 三つずつの開口を対称 より強調した点では単廊式に通じるところの独立`性を6．

の位置に設ける。 がある。 クテシフォンの教会は． 身廊両側に柱を立て

東長辺の開口が中庭に通じ， 内陣３室は身廊に対してのみ開口して西側は付属室と 並べるものの，7．

結ぶ。 形式上は単廊式として扱うべき教会堂と思う。おり，

この種の建築遺構は． 地中海沿岸部を除く と．西ア 従来シリアを中心に論じられてきた東方キリここに．

ジアにはわずかしか知られていなかった。 'よ異なった新たな建築類型を見だが近年の スト教会の建築様式と

フィエらの研究によ ると． 史料上は決してそのＪＭ． いだすｃ

たことを知る 〔Fieyl968〕･アイような状況でなかつ

ハーグ島とファイラカ島のキリスト教遺跡ン・シャーイア遺跡での教会遺構の発見は， 手詰まり 4．

状態にあったこの分野の建築研究に新たな視点を与え フランス調査団がク『 イト沖つい最近になって， ラエ

る契機となった。 のファイラカ島アル． クスール遺跡で教会遺構を発掘

〔BemardetaL1991〕。発見さした成果が報じられた

イラク領内の教会遺構 れた教会建築のプランが公表 きれており，3． アイン.

イラク領内で考古学的調査が行われた10例足らずの初 シャーイアの遺構と 対比してみると， その幾何学的相

期教会建築の遺構を比較観察すると， 北部地方と南部と 似には驚きを禁じえない（図ｌb)。 さらに1959年に調

(ペルシア湾）建築上の諸要素が多く の側面で異なっているこでは， 査されたアラビア湾 に浮かぶハーグ島

とが目につく。北の２例カスル・セリージュ〔Oates 〔Ghjrshmanl960〕の修道院遺跡の教会遺構 にも，同

1962〕 〔Abbul987〕は，その切りとムセイフネの教会 様の計画理念を認めることができる (図１c)。

石積み，身廊のアーケード， さらにアプスの半円形状 クスール教会堂は方位を西南西一東北東とアル・

し．全張など， 仮に北シリアのどこかにあった事例だと紹介ざ 全長３５，，幅１９ｍ。 ほかに発掘途中の南付属室

誰も疑いを差しはさまないだろう。 群と，

ある。

未発掘ながら地表面からわかる北側延長部分がれても，

世紀代，

前者は６

後者は７世紀以前と報じられている（ 西側正面の前面は街路というより 小さな広場

クテシフォンの遣斥の一つカスル ・ピン だったらしい･ 東側外壁は確実に南に延び。 未発掘の南部では，

で発掘された遺構〔Reutherl929〕 付属室群と一体になる。 三廊の西端は南北に長いナル卜・アル・カーディ

を別にすれば，ヒーラ（マウンドＶとＸＩ）〔TalbotRice

l9341クセール〔Fmster＆Schmidtl968〕など，教

反対の東端には３段の階段があって，テクスに通じ，

各廊より 0.45ｍほど高い内陣にそれぞれ通じる。 身

会堂に類する建築遺構は西南沙漠地方に集中して知ら 廊の両側に三つずつの開口があって側廊と結ぶ。

｝
」

｝
」

二つの著しい特徴を指 には丁寧な戸締り装置の痕を認める。 身廊の床は石を南部の教会については，れる、

石膏漆喰を厚く二重に塗り上げるの摘できる。 一つは内陣の造りであり， いま一つは礼拝 敷いて下地とし，

空間の間仕切りである。矩形平面を採用した内陣に，を原則としたらしい（ 主内陣は身廊に向かって３ｍ
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で差し支えない造りとなっている。の幅で開き，戸締り装置の痕跡はない。この空間の東

寄りは破壊が激しく，立面はのこっていない。西寄り

の両側にそれぞれ通路があり，ここには階段と扉を備

アイン・シャーイ

アの場合は！ 両端が未発掘のままであるにしても， 正

面に入り口がなく舗装もきれていないのでナルテクス

というよりは単なる廊下とみた方がよい。える。 北側廊の北面に開口が三つ並ぶが． 身廊側と

違って戸締り装置はなかったらしい。 うに三つの遺構を最も客観的に比較する手段側廊は身廊に比

･南側廊は掘り

このよ

がその平面構成に潜んでいることがわかる。ぺてはるかに開放的だったことになる。南側廊は掘り

上げが済んでいない。内陣南脇室が手前に張り出して

いて，その分側廊が短くされた。身廊との仕切壁を

各平面は

次のような共通する矩形要素から成り立っているので

ある。先ず第一に，

が．この場合，ア

最も外側の輪郭をなす矩形である

アイン・シャーイアの前室部分が他と穿って墓としていたのもこちら側だった。 こうして見

ちがった性格が付与されるので，三廊における開口の対称的配置， そのナルテクス相当ると． その仕切り壁

内陣回りの高さ関係や脇室への通路など， 部分を含んで計測した値と除外した値の両方を検証すの形状，

イン.

ア

第二は内陣と三廊を包含して教会の内部空間全体イン・シャーイアの遺構とあまりにも類似点が多いこ

とがはっきりする。

る。

をなす矩形，第三は三廊部分，第四は身廊のみ，最後

に主内陣の矩形に注目する。規模の点では三つの教会とも同じではない（ アイ これらの矩形を法量的に

比較すれば， 教会建築の設計に一定の原則ないしは規ン・シャーイアの遺構が最も小さく，アル・クスール

のものが最大である。躯体の壁厚も，規模に応じてそ

れぞれ相違する。しかしながら，平面構成から見る

格が存在したか否かを推し量ることができるはずであ

二つの注目すべき事実を読み取ることる。その結果，

ができた〔0ｋ〔Okadal992〕･一つは，すべての教会につレ
ー, どの教会にも三分形の内陣があって， 少なくとも

その主内陣の奥壁に矩形のニッチをそなえている、 各々の矩形要素が同様な比例をもち， とくにナ礼 いて，

拝広間は仕切り壁でそれぞれを隔てる三廊式で， ルテクス部分を除外した輪郭の矩形が厳密な一致を示身廊

す。その値は８：５といういわゆる「黄金比」にきわと両側廊は対称の位置に配された狭い開口によって通

めて近い゜他の四つの矩形要素についても，じる。三廊の手前に 縦横比はﾆもう一つの部屋が付く点も 共通

ほとんど例外なく近似している［し，ハーグ島とアル・クスールではナルテクスと呼人

【－

▲

－１

闇二点～ＲｌＩＢ

､

ｂ

【０ １０ｍ

図１教会堂遺構３例

アイン・シヤーイア〔Okadal991:Fig.１〕

アル・クスール〔BemardetaL1991:Fig.１９〕

ハーグ島〔WhitehouseetaL1993:Fig.９〕
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第二の点は，壁厚と矩形規模との関係である。アイ会建築から類推したことがあった〔Fiey 1959〕。それ

論考にはそ

その図はあ

シャーイアの平均的な躯体の壁厚 'よ設備の詳細に までわたる綿密なもので．ないしＬｌＯ〆

115ｍと，アル・クスールの160ｍという壁厚と

の比ｌ：140という値が，矩形規模の長さの比の中間

れぞれの平面図までも添えられたのだが、

くまでも想像の域を出る ものではなかった。 いまやそ

トリウスのうちの一つ，東シリア教会（あるいはネスこれら二つの教会の平面計画の値１３８にごく近い。

すべての矩形要素について一定の比例関係が 派） が規範とした教会様式力辻 り確実な姿で私たちの間には，

前に提示されようとしているのである。しかもそれが躯体の壁厚にまで反映明らかに存在し，

しているとみてよいのではなかろうかｃ ハーグ島の場

壁厚は報じられておらず， 図面から推し量るには 参考文献合．

こでは不明とせざるをえないが、無理があるのでこ 主 Abbu,AdjrNajim

l987TheExcavationsoftheMosulUmversityatImsefha，

ｍＲｅｓｃａ元〃CSO〃ﾉﾙｃＡ"ｊｊ`zｲj雄sq/sad血痂、α腕azsj〃

ＳａＪＵＺＺｇＥα"‘Ｏ腕eγＲＢＳＣ”t舵s,Baghdad，

Bernard,Ｖ､，Callot,OandSaUes,Ｊ､-F．

内陣と身廊とを除けば，アイン・シャーイアとの比は

おおむねＬ１０前後に収まっており，ここにも有意の

比例関係があった可能性は大きい。
l991LElEdised,al-QousourFalaka，EtatdeKoweit,ＡＡＥ

２－２，ppl45-8L

FieyJ.Ｍ、
5．むすぴ

1959」MDsso"ノＣｌｉ""“"c，ｃｓｓａｚｓ”’α"ACO/Qgjbcノノ，cmtac-

t"eノ(jEs柳o""腕c"たCji”雄""ｃｄｅノα〃轆庇MDsoz4Jイアの修道院は創建を８世紀後半とし．アイン・シャー

〔C地c如刀Recjic"Acsla,Beyrouth．
9世紀いっぱい存続したと私たちは考えている。 それ l968AsSy"ｃＣﾉi泥施""c,ＶｏＬＩＩＩ,Beyrouth

Fmster,ＢａｎｄＳｃｈｍｉｎｔＪ．
に対し，ファイラカ島アル・クスールの教会は少量の

1968 S3FMmidiRcheundfmihisl3mischeR']iｎｅｎｉｍ Iraq，Ｂａ．

土器から７世紀半ばを創始の時期とされ， ハーグ島修 Ｍ８

FUjii,Ｈ，Ohnuma,Ｋ，Okada,Ｙ､,MatslⅢnoto，

andNumoto，Ｈ、

Ｋ，Shjbata,Ｈ、
スタッコ製品の意匠上の特徴からの判断だけ道院は．

で５世紀ないし６世紀という年代をギルシュマンは提 l989ExcavationsatAinSha,iaRuinsandDukakinCaves，

αｌＲ航“〃10,pp27-88．
後者の見解は早すぎるように思われ，旅している。 ア

GhirRhmnn･Ｒｏｍａｍ

ル・クスールの発掘者からも同様な指摘が表明されて l960TWclSkz"‘q/Ｋ〃α鰹Tehran．

Oates，David

ずれにせよササーン朝の時代まで遡りうるかいる。 い
l962QasrSerij-asixthcenmrybasⅢcamnorthemlmq，

ＩｍＵ２４,London,pp78-89．どうかという時代の遺構である。 これら三つの遺跡は．

Okada，Yasuyoshj
スラームが西アジアに勃興した時代にもなお､イ ，バビ

共通し

l991EarlyChristianArcmtecturemthelmqiSouth-west-

emDesert,αﾉｰR航“〃12,pp71-83．､けての広い地域にロニアからアラビア湾に力
l992AmSha'ｉａａｎｄＥａｒｌｙＧｕ]fChurches：anArchitectural

た教会様式が存在したことの証左と なるのではなかろ Analogy,aLR航“〃13,pp87-93、

Reuther･Oscar
うか。

ナ，１

それは今まで知られていたシリア， パレスティ
1929TheGermanExcavatlonsatCtesipho、（tr・ｂｙＲＧ

Ａｕｓｔｊｎ),Ａ"ﾉｺﾞ“か3,London,pp434-45Lアブデイン地方の当時のどの教さらにトゥール．

TalbotRice,，.
会堂においても想定することのできない規範である（

ｌ９３４１ｈｅＯ】辻brdExcavationsatHim，Ａ沼ISJα”ｃａｌ，

かつてフィエ博士は，二派のシリア教会それぞれに MichiRan,ｐｐ５１－７３．

Whitehouse，Ｄ，ａｎｄＷⅢams0,,Ａ．
存在したはずの教会堂建築の規範を， 文献と今日の教

l973SasanianMalitimeTrade,、z〃 11,pp29-49．
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